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欧州とアジアの安全保障協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

欧州の繁栄とアジアの平和と安全が密接に関連する中、欧州連合（EU）はアジア地域内で、同地域の各国

と安全保障協力を強化することにした。これはまた、EUが国際的な安全保障提供者としての役割を強化し

ようとする近年の取り組みとも一致する。 

欧州とアジアは、ルールに基づく国際的システムを維持することに共に基本的利益を有し、今日世界が直

面する課題は国境を越えるもので、個々の国では対応できないとの考えを共有している。それ故に、EUと

アジアの間の安全保障パートナーシップは、望ましく、かつ必要である。 

  EU・アジア間の安全保障上の優先項目  

 

海洋安全保障 

紛争防止 

サイバーセキュリティ  

複合脅威  

テロ対策 

地域協力 

化学・生物・放射性・核兵器の不拡散 

 

       EU・ASEAN協力  

 

EUと東南アジア諸国連合（ASEAN）は両者の関係を戦略的パートナーシップに引き上げることで合意し、

さまざまな安全保障分野での協力を強化している。以下はその実例。 

 

 

 

化学・生物・放射性・

核兵器の脅威の軽減に

2,600万ユーロ 

信頼醸成措

置と予防外

交の促進の 

ため、ASEAN

地域フォーラ

ム内での協力 

 

ASEAN人道支援センター

とEU市民保護機関の間の

協力支援に1,000万ユーロ 
 

 

テロ対策・軍事アド

バイザーの同地域の

EU代表部への派遣 

 

 

               事例紹介：アフリカの角での海賊対処活動  

EU海軍部隊の「アタランタ作戦」は、ソマリア沖での海賊・武装強盗行為を抑止・阻止・鎮圧し、国連世

界食糧計画（WFP）や他の被害に遭いやすい船舶を守っている。 

韓国は定期的にEU海軍部隊の直接支援に貢献する一方で、ニュージーランドも過去に同様の行為を行った。

中国、インドおよび日本は独自で同海域に展開しており、これまでにEU側の要請・調整を受けてWFPの船

舶を守ることでアタランタ作戦を支援してきた。特に中国、インドおよび日本とは幾度か合同演習が行わ

れてきた。パキスタンとはより緊密な交流に向けた計画が進められている。 



                    現在進行中のEU・アジア間の安全保障・防衛協力  

 

参加枠組み協定：EUのパートナーが世界各地

域でのEUの危機管理活動に貢献することを可

能にする 

 

防衛と安全保障に関する協議：地球規模の課題

への対応に向けた協力強化を促す 

 

軍同士の交流：専門家・顧問・軍人間の

交流・協議・合同演習 

 

サイバーセキュリティ：国際法によって統

治された、世界的かつオープンで安定し安

全なサイバー空間の確保への取り組み 

 

不拡散: 全ての関連する国際条約や協力枠組み

の維持と強化 

 

海洋安全保障: 海上での法の支配を促し、開か

れた安全な海洋空間の確保 

テロ・暴力的過激主義対策: これらの国境を越える問題の防止、追求、対応および脅威からの保護に

関する取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

  アフガニスタン 

 

     パキスタン
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   インドネシア 

 

 

 

 

 

 

中国 

 

   日本 

 

 

 

 韓国 

 

 
   ベトナム 

 
EUはアジアにお

ける和平プロセス

を支持している  

  ミャンマーにおける

2015年と2018年の全国

停戦合意の立ち合いと署

名 

インドネシア政府と自由アチ

ェ運動の間の和平合意の監視

と支援 

フィリピンのミンダナオ

和平交渉の実行を支援 

 
 

 

- 和平交渉をより包摂的なものにする 

- 安全保障分野を含む改革を支援する 

- 元戦闘員の社会復帰へのインセンティ

ブを与える 

- 経済発展と地方間の連結性を支援する 

- EUが和平交渉の保証人となる 

     オーストラリア 

 

アジアでアジア諸国との安全保障協力を強化するプロジェクト 

試行国：インド、インドネシア日本、韓国、ベトナム 

1,400万ユーロ テロ対策、サイバーセキュリティ、海洋安全保障、危

機管理にEU加盟国と共に取り組んでいる 

ニュージーランド  

EUはアフガニスタンの平和を以下のように支えている 
 

 


